
※ご意見につきましては、一部読みやすくするために要約・修正等を行っています。 

Ｎо.１ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・モンベル誘致の取組みは「新たな挑戦」と

して評価します。私の知る限り留萌市はこれ

まで企業誘致に成功した例がなく、マチづく

りの起爆剤として種をまいたことにエールを

送ります。 

・企業誘致には相手があり、ラブコールを繰

り返してもそっぽを向かれればそれまで。有

名ブランドのモンベルが振り向いてくれたこ

とは成果ととらえます。 

●ご意見ありがとうございます。 

●人口減少問題に直面している留萌市にお

いては、（株）モンベルを誘致すること

で、民間活力による本格的なアウトドア観

光を推進し、交流人口や関係人口を創出す

ることによって、新たな誘客と人流を生

み、地域経済の活力や、市民の生活の質を

豊かにすることが重要と考えています。 

●企業誘致において、撤退のリスクは否定

できないことは事実ですが、留萌市が目指

す交流人口の拡大や、留萌エリアの地域住

民の店舗利用が広がることで、リスクを回

避できるものと考えております。なお、モ

ンベルは公設民営によって１０店舗出店し

ていますが、現時点で一つも撤退していな

いと認識しております。これからも、

（株）モンベルの誘致に向け、交渉に取り

組んでいきます。 

Ｂ 

・基本計画を一読し「内容が難しい」「説明

が長い」「現実味がない」との印象を受けま

した。モンベル誘致に反対する市民の意見に

もありますが、留萌市民の中にアウトドアへ

のニーズが多くあるとは思えません。 

●ご意見ありがとうございます。 

●今回いただきました基本計画についての

ご意見を受けまして、よりわかりやすく、

シンプルにご説明する概要版を今後作成す

ることとします。また、アウトドアにつき

ましては、ＳＵＰやサイクリング、釣りな

ど留萌で楽しめるアウトドアを楽しんでい

る市民の方、また市外からも楽しみに留萌

に来られる方も一定数いらっしゃると認識

しております。 

●しかしながら、そもそもアウトドアにつ

いてのイメージが持てなかったり、ほとん

ど触れたことがない市民の方がいらっしゃ

ることも事実かと思います。令和５年度に

おいては、そうした市民の方にまずはアウ

トドアに触れていただく機会として、ＳＵ

Ｐ体験会や初のロゲイニングイベントの開

催などを実施しました。 

●今後も、アウトドアに馴染のない方で

も、健康促進などの観点から、気軽にご参

加いただけるアウトドア体験商品の開発に

取り組み、より多くの市民の方にアウトド

アに触れていただけるよう取り組んでまい

ります。 

Ｃ 



・ バラ色の未来を描かず「モンベルが来て

道の駅がにぎわい、モンベルのノウハウを生

かした事業を試行しながらニーズに合った事

業を構築していく」程度の堅実な表現が、現

時点では良い気がします。歯の浮いたような

表現はマイナスイメージになると思います。 

●ご意見ありがとうございます。 

●今回の計画につきましては、期待を持た

れている方もいる一方で、不安や疑問の気

持ちを持たれている市民の方もいらっしゃ

ると、市としても認識しております。 

●市民の皆様から、そうした不安の声、疑

問の声をいただき、丁寧にご説明をさせて

いただきながら、進めていきたいと考えて

おります。 

Ｄ 

・モンベル誘致に懐疑的な市民、反対する市

民がおりますが、マチづくりに連動した事業

を推進するうえで「貴重な意見」ととらえる

べきと考えます。そうした考えを持つ市役所

職員も少なからずいるはずで、失礼とは思い

ますが、市長を「裸の王様」にしないために

も、ありがたい提言のような気がします。 

●ご意見ありがとうございます。 

●今回の計画につきましては、期待を持た

れている方もいる一方で、不安や疑問の気

持ちを持たれている市民の方もいらっしゃ

ると、市としても認識しております。市民

の皆様から、そうした不安の声、疑問の声

をいただき、丁寧にご説明をさせていただ

きながら、進めていきたいと考えておりま

す。 

Ｄ 

・民間企業ですから「儲からなければ撤退す

る」不安はありますが、企業誘致にリスクを

伴うのは当然。それを払しょくする計画づく

りが求められます。 

●ご意見ありがとうございます。 

●企業誘致において、撤退のリスクは、否

定できません。しかしながら、（株）モン

ベルは、地方への出店に際し、過度な利益

を求めての出店意向ではなく、むしろ都市

部よりもモンベル製品が活用可能なアウト

ドアフィールドのある地方へ進出し、モン

ベルの看板で地方が元気にすることを重視

した企業理念を確認しているところです。 

●現時点で、公設民営方式により、国内で

も同様の取り組み事例がございますが、一

つも撤退しているところはございません。

モンベル誘致を契機に、むしろ、撤退につ

ながらないような、魅力あるまちづくりを

進めていきます。 

Ｄ 

・「モンベルが来るのはいい。でも大丈夫な

の？」という市民に加え、無関心層もいるた

め、できるだけ分かりやすく説明することが

大切です。 

●ご意見ありがとうございます。 

●市民説明会においても、財政的な懸念の

声に加えて、そもそもアウトドア自体が何

かもわからない高齢の方が多く、もっと優

しく、わかりやすく説明してほしいという

ご意見がありました。 

●今年度については、広報留萌１１月から

５回に渡って、「なぜモンベルなのか」

「なぜアウトドア観光なのか」「そもそも

留萌で楽しめるアウトドアとは何か」など

について、なるべくわかりやすくシンプル

にお伝えする取組を実施していきました。

今後は、幅広い層に届き、よりわかりやす

く市民の皆様の不安に寄り添えるような形

を検討し、実施していきます。 

●基本計画についても、今後、概要版を作

成し、よりわかりやすく、シンプルにご説

Ｃ 



明していきます。 

・アウトドア・アクティビティですが、マサ

リベツ望洋の森、るるもっぺ憩いの森は閑古

鳥が鳴き、サイクリングやカヤックに賑わい

創出のニーズがあるとは思えません。 

●ご意見ありがとうございます。 

●マサリベツ望洋の森、るるもっぺ憩いの

森については、トレッキングルートとし

て、今後活用を検討しておりますが、まだ

整備が十分行き届いていないものとして認

識しております。 

●まずは、利用しやすい環境を整備すると

ともに、具体的な活用方法についても、今

後検討をしていきます。 

Ｃ 

・「カーボンニュートラル」「自然保護」

「野外体験」といった言葉の羅列は、計画を

無理に美化している印象を受け、強調しない

方がよさそうに感じます。 

●ご意見ありがとうございます。 

●今回ご意見いただきました言葉につきま

しては、今後、洋上風力発電や太陽光発電

などによる再生エネルギーをヴィレッジ内

で活用することも検討可能であることか

ら、「カーボンニュートラル」との表現と

し、モンベルの７つのミッションにも「自

然環境保全意識の向上」とあるように、ア

ウトドア（「野外体験）を通して自然に触

れることで、自然保護意識の向上につなが

るという点から、「自然保護」という表現

を使用しております。 

Ｄ 

・例えば「モルック体験」ですが、体験会の

定期開催など、普及のための事業を地道に展

開することも大切で、市民応援団のような組

織ができると現実味が増します。 

●ご意見ありがとうございます。 

●令和４年、令和５年にわたり、ＳＵＰに

ついては、体験会を複数回実施し、少しず

つＳＵＰを楽しまれる市民の方も増えてい

るものと認識しております。幅広い市民の

方がアウトドアに触れていただけるよう、

ＳＵＰのみならず、公園を使ったモルック

体験など、幅広い方にも気軽に楽しんでい

ただけるアウトドアも含め、体験機会の創

出により取り組んでいきます。 

Ｃ 

・拠点施設の場所（位置）は、旧ＪＲ駅舎を

撤去した後の周辺環境整備を見極めてから判

断しても良く、計画段階かもしれませんが、

いささか「あせり」を感じさせます。 

●ご意見ありがとうございます。 

●拠点施設の位置につきましては、当初構

想の位置、現在の基本計画（案）の位置、

その他の位置など、様々検討をいたしまし

たが、道の駅利用者を街中へいかに誘導し

ていくかなど、道の駅既存施設や新交流複

合施設などとの連動制を鑑みて、現在の位

置とすることにいたしました。 

Ｄ 

・芝生広場は現状維持とのことですが、利用

実態がつまびらかにされておらず、ニーズ把

握も含め、確定させるには時期尚早と考えま

す。 

●ご意見ありがとうございます。 

●広大な芝生広場については、道の駅るも

いの魅力の１つでもあり、日常での運動や

ウォーキング、子ども達も自由に活動でき

る空間など、市民の皆様にご利用いただい

Ｃ 



ている実情から、現状ではそのまま維持す

ることとしておりますが、今後のより良い

活用については、市民の皆様からの声をい

ただきながら、検討していきます。 

 

Ｎо.２ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・子育て中、子どもを連れて、ほんの少しで

もホットでき、安心して普段使い出来るカフ

ェの様な空間が欲しいです。フードコートの

様なものではなく、落ち着ける空間を作ると

若い子育て中の方に関わらず、学生も学校と

家の他に自習などの居場所ができると思いま

す。 

●ご意見ありがとうございます。 

●現在、拠点施設内の物販・飲食スペース

及びヴィレッジＡエリアについて、検討を

進めるためのサウンディング調査を実施

しております。 

●今回いただいたご意見及びサウンディ

ング調査も踏まえ、どのような施設、エリ

アとすべきか検討をさせていただきます。 

Ｃ 

・風が強いマチなので、子連れでも車を止め

やすい駐車スペースが欲しい（スライドドア

ではない車だと、隣の車にドアを当ててしま

うのではないかと心配です） 

●ご意見ありがとうございます。 

●今後、駐車場の設計を進めるにあたり、

ご意見を参考にさせていただきます。 

Ｃ 

・パン屋などがあれば、子どもがおなかをす

いた時に簡単に食べさせられて、道の駅、

「ちゃいるも」や外の施設、などでも滞在時

間が増やせると思います。（観光客目線の高

価で珍しいものではなく、市内の住民も普段

使いで来れる空間の工夫をお願いしたいで

す。） 

●ご意見ありがとうございます。 

●現在、拠点施設内の物販・飲食スペース

及びヴィレッジＡエリアについて、検討を

進めるためのサウンディング調査を実施

しております。 

●今回いただいたご意見及びサウンディ

ング調査も踏まえ、どのような施設、エリ

アとすべきか検討をさせていただきます。 

Ｃ 

・モンベル誘致は、若い世代では賛成の方も

多くおります。（なかなか、反対派的な方の

声が大きくて、賛成と言えない雰囲気とのこ

と）中には、モンベルの商品を、なぜ留萌で

売るのか、ネットもあるし、ましてや市内同

業種との競争になるという意見も聞きます。

しかし、子どもを持つ親として、成長著しい

子供に試着をさせたり、素材を手で触れて確

認したりすることは、本当に大切です。その

為に、札幌や東川など行きたいのですが、子

育て中には、難しいのが現状です。留萌市に

モンベルが出来ることで、留萌市民に関わら

ず周辺地域の子育て中の親御さんにとって

は、子どもにあったものを安心して選べると

いう事に繋がります。 

●ご意見ありがとうございます。 

●現状、遠くまで行かなくては購入できな

い、または試着なしにオンラインで購入す

るしかない状況の中、特に子供用衣服など

は、今後の成長を見据えたサイズ感の検討

が必要であり、市としても、今回の（株）

モンベル誘致に伴い、近い場所で、高品質

の衣類などを直接確認、試着し、購入こと

ができる場所ができることは、大変喜ばし

く、市民の方々にも多く利用いただきたい

と思っております。また、キッズ用の衣服

も豊富に取り扱っていただけるよう、モン

ベル側とも協議したいと思っております。 

●今後も、取組に関するご関心とご意見を

よろしくお願いいたします。 

Ｄ 

・若い世代もモンベル誘致の市民意識を醸成

したい方もいるようです。簡単に、機運を高

める仕掛けづくりを創って欲しいです。例え

ば、モンベルのクマとカズモちゃんの顔はめ

パネルなどを作って、ＳＮＳで発信しやすく

したり。市民も誘致に参加できる取り組みを

●ご意見ありがとうございます。 

●市としても、モンベル誘致に向け、市内

における機運醸成の取組を検討していた

ところです。今回いただきましたアイデア

含め、市民のみなさんにも参加していただ

けるような取組を検討させていただきま

Ｃ 



探ってはいかがでしょうか。 す。 

・アウトドアを実際にしない、市民やアウト

ドアを身近に感じられる仕組みを取り入れて

ほしいです。（例えば、東川のモンベルの様

に2階に様々な自然の写真を展示できる画廊

なの様なものをつくり、留萌市内や管内の写

真家の方々に定期的に写真を展示して頂く事

で、市内外の方々に留萌管内の自然を身近に

感じてもらえる仕組みづくりなど） 

●ご意見ありがとうございます。 

●今後は、チェアリングやモルックなど、

アウトドアに今まで触れたことがない方

でも気軽にご参加いただけるような、ハー

ドルの低いアウトドア体験を提供すると

ともに、ご意見いただきましたような、ア

ウトドアや自然について知って、感じても

らう機会の創出についても、今後検討をさ

せていただきます。 

Ｃ 

・モンベルが誘致出来た後、この政策が持続

可能にしていくために地域全体で、一人でも

多くの方が主体的にアウトドアや地域づくり

が出来る仕組みとして、「地域ＤＭＯ」の存

在は必要不可欠と認識しております。是非と

も、実現に向けて、官民で力強く進めてほし

いと思います。 

●ご意見ありがとうございます。 

●現在、検討を進めております、ＤＭＯ（観

光地域づくり法人）については、留萌とい

う地域で、観光を通して、いかに効果的、

持続的なまちづくりを進めていくかにお

いて、大きな役割を持つものと認識してお

ります。実現に向けて、地域の関係者の皆

様と協議しながら、検討を進めていきま

す。 

Ｂ 

・アウトドア施設とエリアＡ、そして、旧留

萌駅前の商店街の人流を加速するためにも、

街中誘導の仕組みや取り組みの為に、集中し

て議論する場所と共に、様々なチャレンジが

出来る（イベントや取り組み）を応援出来る

仕組みも必要かと思います。 

●ご意見ありがとうございます。 

●ご意見いただきましたとおり、拠点施設

からヴィレッジエリアＡ、旧留萌駅前を通

過して、街中の商店街等への人流の動線づ

くりが必要と強く認識しておりますので、

現在検討中のＤＭＯ（観光地域づくり法

人）を中心として、商店街の皆様にもご意

見をいただきながら、様々な取組を検討し

ていきます。 

Ｃ 

 

Ｎо.３ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・反対いたします。南富良野町のモンベルシ

ョップに、秋・冬と行ったが、季節によるのか

客はいませんでした（数人）。アウトドアブー

ムがすでに下火と思われ、このブームが長期

に続くのか疑問です。国の補助金が出るとは

いえ、市の財政は農林水産に力を入れて、今後

の集客に活用した方がよいと思う。 

●ご意見ありがとうございます。 

●留萌の魅力の一つである「食」分野につ

いては、今年度につきましても、道の駅を

中心とした新商品開発事業や市内事業者

の販路拡大に向けたＰＲ活動など、取り組

んでいるところです。今後は、そうした

「食」の魅力に加えて、アウトドア体験と

いう新しい魅力を作っていくことで、観光

客が留萌を訪れる理由、きっかけを増やし

ていきたいと思っております。 

●また、アウトドアにつきましては、コロ

ナ禍のブームが既に収束したのではない

かという声もありますが、一方で、文化と

して定着し依然として底堅い需要を今後

も維持できるのではないかという前向き

な市場調査結果も出ております。 

●ご意見いただきましたとおり、観光客の

集客につなげるためには、「食」を支える 1

次産業分野についても、これまでと同様に

Ｄ 



力を入れて取り組む必要があると認識し

ておりますので、引き続き取組を進めてい

きます。 

 

Ｎо.４ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・大半が物販販売の建物ですね。市が国の補

助金が出るといえ、一企業のショップになる

のは疑問です。今年のような大雪、吹雪、交通

の混乱の留萌市、歩道の補修も悪く数年前に

は足をとられ骨折もしました。お金をもっと

私たちの生活に直接かかわるところに使って

ほしい。この誘致に反対します。 

●ご意見ありがとうございます。 

●今回の取組につきましては、留萌で楽し

めるアウトドアの魅力の発信に加えて、実

際に始めるためのアウトドア用品や、始め

るきっかけづくりとしての体験商品の提

供など、単なるショップの誘致ではなく、

道の駅るもいの新たな魅力づくりと、本格

的に留萌でアウトドアを推進していくた

めの拠点づくりを進めるものです。 

●市としましては、人口減少によって、生

活していくことが難しく、留萌を離れなく

てはならない市民が今後、更に増えてしま

う状況を踏まえ、アウトドア観光を進める

ことで、留萌市を訪れる観光客に地域を支

えてもらい、生活機能を維持して、市民生

活を守っていきたく現在の取組を進めて

おります。 

●こうした未来に投資するような施策と

は別に、ご意見いただきましたような、除

雪対策や歩道補修に加えて、市民の皆様か

ら要望としていただいております、公園の

サービス水準の向上や高齢者の生活の暮

らしを支えていくような施策は、市の責務

として当然組まなくてはならないものと

理解しております。 

Ｄ 

 

Ｎо.５ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮

区分 

・ヴィレッジエリアＣの活用について、初期

の計画ではこのエリアはコテージエリアでし

たが建設費が莫大なことなどから一旦、計画

が白紙になったと記憶しています。しかし、こ

れからの留萌市の政策において、モンベルア

ウトドアヴィレッジ、小麦のサイロ、ＪＲ留萌

駅解体、旧留萌駅周辺開発、留萌港の海上自衛

隊補給港誘致、海洋風車誘致、文化教育施設整

備などの計画がある中で、これらを実行して

いく場合、建設工事事業者の宿泊施設が不足

し、せっかくの留萌に落ちるお金が近隣に流

れていく事を防ぐためにも、宿泊施設を増や

していかなればなりません。 

・私が考えた案ですが、建設費を最小限に抑

●ご意見ありがとうございます。 

●より地域に稼ぎを生むため、滞在型観光

を目指している市としましても、宿泊施設

については大きな課題として認識してお

り、ヴィレッジエリアＣを宿泊施設の整備

も視野に検討するエリアとして設定した

ところです。 

●現在、拠点施設内の物販・飲食スペース

に加えて、ヴィレッジエリアＣを含む、ヴ

ィレッジエリア全体の出店意向について、

該当職種の事業者様向け、サウンディング

調査を実施しています。 

●コンテナホテルを含む、様々な宿泊施設

の形態についても、今回のご提案及びサウ

Ｃ 



える秘策があります。エリアＣ最近急増して

いるコンテナホテルを計画しています。総事

業費建設した場合の１５～２０分の１に抑え

られます。イメージしやすい資料として、ホテ

ルＲ９を検索してください。昨今の、建設資材

高騰を考えたら、官民が双方の負担額を最小

限に抑えることで実現可能だと考えます。コ

スト面、人材確保においても自動チェックイ

ン機などでの導入で持続可能なノウハウを活

用することがこれからの宿泊業の新しいモデ

ルになると思いますので、是非検討をお願い

します。 

ンディング調査結果を踏まえ、検討をさせ

ていただきます。 

 

Ｎо.６ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・下記理由から「この事業は断念しなければ

ならず、基本計画案は廃案にすべきである」

と意見する。 

①拠点施設は、面積割合から「物販・飲食サ

ービス」が８１．５％となっているのに対し

て、公共部分が６．４％のみとなっているた

め、地方自治法で規定されている「公の施

設」には該当せず、「行政が整備できない施

設」である。 

②上記により、「公の施設」に該当しないと

すると、本来、民間の資金で整備するものと

理解すべきものであり、投資資金を回収でき

る目途があれば実施、目途がなければ断念と

いう判断をする必要がある。しかし、現時点

での計画では、投資費用にあてるための「家

賃」が算定中となっており、経営計画が示さ

れておらず、その判断ができない。 

③船場公園管理棟や屋内交流・遊戯施設と比

較すると、物価高騰とはいえ、整備費が高す

ぎる。モンベルを前提とした仕様によるグレ

ードが高く、道内最大級の面積規模とするた

めの施設とするためであれば、本末転倒では

ないか。モンベルの入居を前提とした店舗を

建てることは、特定企業への便宜供与とも受

けとれ、税の使い道として許されることでは

ない。 

・既に全国展開している企業に頼るのではな

く、地元産業の育成を目的に、地元企業と人

材に見合ったグレードと規模の施設整備とし

て、「地元企業の育成、地場産品のアンテナ

ショップとしてやる気のある企業がリスクを

恐れずチャレンジをする場」とすれば、公共

的役割として市民の理解にもつながる。  

④巨額な整備に対して、事業の目的が明確で

はなく、将来の市民生活や市内経済に及ぼす

●ご意見ありがとうございます。 

●公設民営の考え方は、温泉や宿泊施設な

どの観光施設に代表されるよう、地方にお

いては一定の公共的な役割を担いながら、

民営による維持管理を基本とした公共施

設の整備、運営手法として採用されている

ものと理解しております。 

●道の駅や観光施設など、集客からの収益

を前提とした施設整備で、故に、不特定多

数の利用に供する施設ではあるが、従来の

「教育や福祉」のような非収益施設にはこ

の考えは当てはまらないものであります。 

●「公の施設」＝「不採算」では、これか

らは成り立たないものと考えており、解釈

の幅を広げ、道の駅の魅力づくりと、民間

参入を促すための方策として、官民の垣根

を取り払い、協力、連携しながら地方の魅

力を引き出せる企業誘致の手法として、最

も有効かつ、市の負担も少なく、将来持続

性のある方法として採用するものであり

ます。国内他地域においても、同様の手法

で公の施設として、行政目的に沿った施設

として整備し、条例化して運用されている

ものであります。 

●「まち・ひと・しごと創生法」が定めら

れた事がきっかけとなり、「地方創生」と

いう言葉が認知され、国を挙げての地方創

生の取り組みは、現在も類似した法案や戦

略を基に引き続き推進されています。10年

が経とうとしている現在、既に地域活性化

に成功した自治体も多数あり、その成功例

の１つがモンベル誘致による地域活性化

の取り組みであります。 

●道の駅の魅力づくりと、本拠点施設を核

に、地域のアウトドアフィールド、資源に

Ｄ 



影響、展望も描かれていない。記載されてい

る波及効果の算出は、アウトドア産業はピー

クを過ぎたというデータもあり、積算根拠が

乏しく、説得力がない。「モンベルの誘致と

拠点施設整備」こそが目的であり、その裏付

けとしての基本構想、基本計画案に過ぎない

ため、市民の心配に反して、商業施設整備に

税金を投入する後ろめたさや、整備後の経営

リスクへの懸念もない。                        

惹かれ、「ひと」が「しごと」を呼び込む

好循環を創り出し、「まち」に活力を取り

戻すことで、自立性と持続性を確立できる

仕組みを作りが必要であり、地域の強みを

生かした、新たな産業、企業を呼び込み、

魅力とやりがいを感じることができるま

ちづくりを進めていくことが重要と考え

ておりますので、ご理解いただきたいと思

います。 

・一度立ち止まり、「道の駅留萌」の目的、役

割を市民とともに改めて練り直し、将来にも

に改めて練り直し、将来に向けた機能を再構

築すべきである。その上で、その求められる機

能を発揮するに必要な施設やソフト事業を整

備・実施するべき。 

・先に結論ありきで、その理屈を後付けする

のではなく、各段階で市の内部協議、市民との

対話、議会での議論を経るという「意思形成へ

の丁寧なプロセス」を積み重ね、演繹的に結論

に辿り着かなければならない。 

・結論の事業化は行政の権能の範囲でできる

もの、あるいは官民の役割分担を明確にして、

フェアーな仕組みでの民間参入を位置付ける

ものとすべき。その結果として来訪者にも市

民にも市内企業にも喜ばれ、留萌の将来を展

望できる「道の駅るもい」になることを期待す

る。 

●ご意見ありがとうございます。 

●道の駅るもいは、高規格道路の全線開

通を契機に新たな流入人口の増加が予想

され、道路利用者の快適性の向上や、来

訪者への適切な情報発信はもとより、親

子や地域住民などが、ゆっくり時間を過

ごせるくつろぎの空間の提供と、道の駅

の集客から隣接した街中への消費誘導が

図られるような役割、機能が発揮できる

「道の駅」として令和２年に開業し、現

在に至っております。 

●「道の駅」の成功事例はありますが、

何を持って成功と言えるのかの正解は難

しく、「地域」と「利用者」双方から見

て、直接効果だけでなく、期待する間

接・波及の効果が発現されていることが

一つの尺度と考えており、利用者も地域

コミュニティも豊かに（幸せ）になれる

よう、変化と成長し続けることが求めら

れるものと受け止めております。 

●設置目的やコンセプトを明確にし、そ

の実現に繋がるよう、本施設をきっかけ

に地元事業者の参画も期待しているとこ

ろであります。 

Ｃ 
 

 

Ｎо.７ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・「基本計画」案につきましては、大筋で賛成

いたします。近隣市町村である増毛町は長年

実際に「増毛山道」の維持管理に携わってきて

いるので、留萌市としても礼を尽くして、その

利用を協議すべきと思っております。 

●ご意見ありがとうございます。 

●今後、「増毛山道」の活用につきまして

も、関係団体・市町村の皆様からご協力を

いただきながら、検討を進めさせていただ

きます。 

Ｃ 

・計画的なガイドの育成が必要。地元での育

成が必要と感じております。 

●ご意見ありがとうございます。 

●ガイドの育成については、今後アウトド

ア商品を本格的に提供していく上で、最も

大きな課題と認識しております。まずは地

元の愛好家を増やすこと、そしてその上で

ガイドに関心を持ってもらうきっかけづ

くりをすることなど、ぜひ、今後ご協力い

ただきながら、ガイド育成についても取組

を進めていきたいと考えております。 

Ｃ 



・留萌道の駅拠点内宿泊施設構築と現地まで

の交通手段の実現（多人数のガイド付トレッ

キング等考慮）を早い内に検討していただき

たい。留萌～天塩道の駅（１１５ｋｍ）、留萌

～増毛（１７ｋｍ）、留萌～石狩市厚田道の駅

（５８ｋｍ）このように南北に延びる１７３

ｋｍのオロロンラインが主要ルートとなる。 

●ご意見ありがとうございます。 

●宿泊施設については、現在、拠点施設内

の物販・飲食スペースに加えて、宿泊施設

を検討するエリアとして設定しましたヴ

ィレッジエリアＣを含む、ヴィレッジエリ

ア全体の出店意向について、該当職種の事

業者様向け、サウンディング調査を実施し

ているところです。皆様からのご意見及び

調査結果を踏まえ、検討をさせていただき

ます。 

●アウトドア体験や歴史体験の実施場所

までの交通手段の実現については、関係団

体からのヒアリングなどにより、より詳細

なニーズを把握した上で、検討していきま

す。 

Ｃ 

・アウトドア・アクティビティ施設として、留

萌管内の情報受発信拠点となることと、現場

を動かす具体的な方策を実施できる権限を持

つシステム（協議会）の構築を速やかに実現し

ていただきたい。 

・少なくとも１０年、５年毎の留萌市の計画

が必要。道の駅対策課を設置し市の意気込み

を示すべきです。 

●ご意見ありがとうございます。 

●ご意見いただきました、管内情報の発信

やアウトドア体験商品の開発、実施など、

アウトドア推進の核を担っていく組織と

して、現在、ＤＭＯ（観光地域づくり法人）

の立ち上げを検討しております。 

●立ち上げに際しては、地域の関係者の皆

様と協議しながら、検討を進めていきます

が、ＤＭＯにおいて、官民連携しながら、

長期にわたる観光戦略・計画等の策定や、

効果的な道の駅推進などについても、進め

ていければと思っております。また、既に

「道の駅等連絡協議会」という留萌管内の

道の駅等で情報交換等を実施する場もあ

り、継続して参画して検討していきます。 

Ｂ 

・サイクリングでは既にオロロンラインサイ

クルツーリズム推進のサイクルルートが、両

自治体他と協働できていると伺っておりま

す。 

●ご意見ありがとうございます。 

●おっしゃられたとおり、サイクリング分

野では、留萌市も参画しておりますが、留

萌管内における「オロロンラインサイクル

ルート連絡協議会」において、試走会や

様々な情報交換など、管内連携が進められ

ております。 

●昨年には、ＳＵＰや登山など、留萌管内

のアウトドア愛好家を中心とした「るもい

アウトドア観光ネットワーク会議」を発足

し、体験会の実施や情報交換、今後のアウ

トドアの進め方についての議論などを進

めているところです。 

●現在はＳＵＰの愛好家の方に多くご参

加いただいておりますが、今後は登山・ト

レッキング、サイクリング、自然観察など、

幅広い分野で楽しまれている管内の愛好

家にも輪を広げていき、留萌管内での連携

を深めていく必要があると認識しており

ます。 

Ｂ 

・通年での誘客、特に冬季については難しい ●ご意見ありがとうございます。 Ｄ 



が、モンベルさんと協働することにより何か

アイデア生まれれば嬉しいですね。 

●留萌の厳しい冬、そして春先など、夏以

外の集客につきまして、市としても課題と

して認識しており、（株）モンベル含む、

様々な事業者様、市民の皆様からご協力を

いただきながら、より良い施策を検討して

いきます。 

・推奨施設①廃線になった留萌線の歴史を学

べる施設（駅施設の一部や車両丸ごとの保

存）、②静岡県三島市の三島スカイウォーク併

設の巨大ジャングルジム（ハーネス等の確保

道具のレンタル込み→幼児から上級者まで賑

わっていました） 

●ご意見ありがとうございます。 

●今回いただきました、ヴィレッジエリア

の整備アイデアも踏まえ、ヴィレッジ全体

の活用方法について検討をさせていただ

きます。 

Ｃ 

 

Ｎо.８ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・人口減少社会において新規企業の誘致は歓

迎いたしますが、市内既存事業者が撤退・廃業

などに追い込まれた場合本末転倒ではないで

しょうか。 

・民業圧迫を行政が留萌市の財源を使って行

うということは留萌市民の流出に拍車をかけ

る行為です。街中誘導の取組をすることと、行

政が今回計画することに何らの有益性は見出

せません。人口減少に歯止めをかける取組と

してアウトドアに特化した事業が有効である

という実績が示されていません。今般の計画

の中核テナントのモンベルにおいては、他の

自治体においても同じ手法で出店しているよ

うですが、道の駅というよりモンベルの顧客

誘導には成功するでしょうが、留萌市の既存

事業者に有効であるとは断言できません。 

・自治体の事業一つ一つにだれも責任は取ら

ず、結果として負の遺産の数々を残してきま

した。人口減少社会においてこの責任を次世

代に背負わせるのはあまりに無責任と言わざ

るを得ません。 

・厳しい財政状況下に多くの市民サービスを

廃止してきた責任も取らず、何もなかったか

のように新たな取組を行う補助事業の危険性

を市民の皆さんに知らせることが第一義であ

ると思います。【公設民営の手法によるモンベ

ル出店要請に反対いたします。】 

・今般この事業に着手するにあたり同様の形

態で誘致している自治体を調査していること

と思います。担当部局の説明は説明会では何

ら見えてくるものがなく、歯に衣着せて奥歯

にものを挟めた説明であり、承服できるもの

がありませんでした。 

・理事者の常識からの脱却というフレーズと

稼ぐ観光というワードは今般の計画と整合性

●ご意見ありがとうございます。 

●（株）モンベルの参入は、民業圧迫では

なく、新しい誘客層をまちなかに誘導して

いくことで、今までの顧客だけではなく、

新たな顧客層を得ることにつながり、人口

減少の中でも、既存事業者の経営にもプラ

スになるものと考え、商業者においても期

待しているものと受け止めております。具

体的な街中誘導については、既存事業者に

も十分ご意見、ご協力をいただきながら、

有効策を検討していきます。 

●また、公共施設であっても道の駅のよう

な集客施設については、不採算ありきでは

いけないという視点から、設置は市で行う

ものの、今後のランニングコスト部分を事

業者負担が可能な公設民営という手法が

望ましいと判断しております。 

Ｄ 



を見出せるものではありませんでした。留萌

市にとってハイリスクロウリターンにしか見

えない事業であり、費用隊効果を考えると前

に進める車輪は火の車であります。 

 

Ｎо.９ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・ビレッジエリアＡについて、年間３０万人

を超える来場客数があり、年間の地域への経

済波及効果が１億３千万円を超える道の駅る

もいから旧留萌駅までの動線（ビレッジエリ

アＡ）が今後のキーポイントとなります。当

該基本計画（案）にも「旧JR留萌駅跡地まで

の歩行空間の整備」とありますが、屋外で楽

しめる要素を取り入れた施設はもちろん、商

業施設を含めた魅力あるコンテンツを沿道に

並べ、ワクワクした気持ちのまま気づいたら

駅跡地エリアに辿り着くといった環境づくり

が必須であると考えるところです。また「歩

行空間」とはいえ、通年利用を前提とすべき

であり、屋根、壁面による全天候型が強く望

まれます。 

・一例として、公設民営あるいは民設民営の

民活により、市内の事業者を中心とした店舗

や生産現場を見学できるプロムナードなどが

挙げられます。 

・なお、本来であれば今後は最も集客を見込

めるアウトドアアクティビティ拠点施設が、

旧留萌駅（市街地）に近いところに位置する

の（当該エリア内の駅寄り）が望ましいで

す。これは道の駅から市街地までの人の動線

（逆流も同様）を作り出すことが目的です

が、この度の案ではこの間が２００ｍ程あ

り、ただひたすら歩くには長い距離といえま

す。しかし、空間環境が「にぎやか」、「見

るものの多さ」、「明るさ」、「多様性」な

どの構成要素によって「意識距離」が短く感

じられることは学術的に証明されています。

２００ｍという歩行距離を意識的に短いもの

として感じさせるためには、上記の通り商業

機能の充実化は必須であると考えるところで

す。 

●ご意見ありがとうございます。 

●今回の拠点施設含めた道の駅と新交流

複合施設までの導線をつくることによっ

て、街中へ人を流していくことが必要であ

ると、市としても認識しております。 

●サウンディング調査結果を踏まえ、今回

のご提案含め、その導線づくりについて検

討を進めていきます。 

 

 

Ｃ 

・アウトドアアクティビティ拠点施設の物販

飲食施設の面積や間取り、設備などについて

は、ビレッジエリアＡの使い方（どういった

機能をここに入れるかによって、拠点施設と

の機能分担が変わってくるため）と並行して

計画されることと、同時に、出店候補者の意

向を取り入れる必要があると考えられます。

（使い勝手や顧客の動線は事業者にとって極

●ご意見ありがとうございます。 
●拠点施設やヴィレッジエリアＡにつ
いては、ご意見いただいた点も踏まえ、

サウンディング調査を実施した結果を
もとに、各役割分担を検討していきま
す。 

Ｃ 



めて重要）また留萌らしい（鮮魚やコメ、野

菜など）物販などが顧客の満足度を高めるた

めに有効であると考えられます。飲食スペー

スについても、既存の施設との分担を合理的

に進めることが必要であると考えます。 

・観光案内機能について、既存施設（管理

棟、ちゃいるも）などとの合理的な機能分担

の再考が必要であると考えられます。（現計

画では顧客導線的に不便）現計画では、現状

施設の機能をもとに“継ぎ足した”感が否め

ません。施設単体ではなく、まずは道の駅全

体を俯瞰し、顧客動線、利用者目線をもとに

した各施設における機能分担を再考する必要

があります。 

・施設は中央に通路があり、施設としての一

体感が損なわれてしまっている感が否めませ

ん。 

●ご意見ありがとうございます。 
●拠点施設については、ご意見いただ
いた点も踏まえ、基本計画に反映させ
ていただきます。各役割分担を検討し
ていきます。 

Ａ 

・Ｂ、Ｃにおけるキャンプサイトやオートキ

ャンプ場は、宿泊受け入れ体制が十分とはい

えない留萌市においては歓迎するべきもので

はありますが、家族層や着地型来訪者にとっ

ては不十分であることは間違いありません。

留萌駅跡地については今回対象外であること

から委細についての記載は割愛しますが、留

萌駅跡地へのホテルの整備は強く望まれると

ころです。    

・またここ一帯は低地で、浸水想定区域であ

り、災害時に一時避難ができる高さのある建

築物が望まれることも加筆するところです。

また、それは留萌港や夕陽（利尻富士など

も）が一望できる留萌のランドマークとなり

うるものと期待するところでもあります。 

・Ｄについては、港湾エリアであることか

ら、現在のうまいよるもい市など、海のまち

留萌を直観的に感じるイベントの開催にも適

していると考えられます。またここはトップ

シーズン期間だけでも、出店ができるような

空間があると、さらに多様化する顧客に向け

た民間事業展開が期待できます。 

●ご意見ありがとうございます。 

●ご意見いただきましたとおり、宿泊体制

が大きな課題であると市としても認識し

ており、まずはＢエリアにおいて、オート

キャンプの試行を開始することといたし

ましたが、キャンプとは別に、ホテルの整

備が必要であると認識しております。 

●今回、いただきました、Ｂ、Ｃエリア及

びＤエリアについてのご提案含め、サウン

ディング調査の結果を踏まえながら、ヴィ

レッジエリアの活用を検討していきます。 

Ｃ 

・市内既存観光施設との連携について、黄金

岬やカモイワ公園、ゴールデンビーチ、千望

台などをフィールドとしたアウトドア観光事

業の構築を留萌観光協会とともに市が開発中

と聞いておりますが、これをさらに推し進

め、アウトドアアクティビティをビレッジエ

リアＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄで終わらせることなく、

既存施設を目的地として人を送り込むことに

より、必然的に市街地動線に人流を作り出す

ことができます。アウトドアアクティビティ

メニューのさらなる開発にも期待するところ

です。また、線路跡地の利活用案として、道

●ご意見ありがとうございます。 

●今回の拠点施設は、ヴィレッジ内で楽し

めるアウトドアのみならず、留萌市内及び

管内の魅力的なアウトドア、食、観光施設

などについても、紹介することで、各地に

人を誘客していくことが大きな役割とし

ております。 

●ご意見いただきましたとおり、今後、よ

り豊かなアウトドアメニューの開発・提供

に取り組んでいきます。 

Ｃ 



の駅るもい〜ゴールデンビーチ、道の駅るも

い〜留萌ダムなどのルートも考えられます。

地域内へ広く人流を作り出すための、着地点

が必要となります。そこへ向けたウォーキン

グの遊歩道（兼サイクリングロード）なども

留萌の地域戦略の時流に沿ったものであると

考えるところです。 

・留萌駅周辺跡地との機能分担について、公

共交通、二次交通、生活動線の結節点機能の

計画も並行して必要であると考えます。バス

タを含めた早期の計画公開を要望します。特

に、このエリア一体の滞在時間を楽しめるこ

とは、交通結節点としても必要不可欠です。

例として挙げれば、ここで生活に必要な食料

品や生活必需品の一部でも購入する価値があ

れば、ここを結節点とした市内バス路線（病

院など）への再編の実現にも大きく進展を図

れるものと期待するところです。なお、バス

路線変更の誘因として線路跡地（国道―留萌

駅跡地間）に車道を作る必要性が将来的に予

測されますが、あえて優劣をつけるならば、

車道設置の場合においても歩行空間を優先す

ることが強く望まれます。（例：車道は一方

通行一車線にするなど） 

●ご意見ありがとうございました。 

●交通結節点機能の充実については、今回

いただきましたご意見を踏まえ、検討をさ

せていただきます。 

Ｃ 

・民間事業者とのかかわりについて、この度

のモンベル出店は、地域の機運を高めるのは

もちろん、集客力をさらに高めることによ

り、市内経済の活性化を図るものと理解され

ます。行政による投資＋域外資本による投資

の連携となるわけですが、この投資効果を最

大限に引き出すためには、市内民間事業者と

の連携は必須となります。特にビレッジエリ

アＡ、アウトドアアクティビティ拠点施設に

おいては市内事業者の出店がしやすいような

事業の実施が望まれます。 

・具体例としては、出店のための支援施策や

短期チャレンジができる空間の設置、イベン

トなどによる集客力の定期的な底上げ事業な

どです。地元企業やモンベルをはじめとする

地域内外の出店者が相補的な互恵関係になる

関わり合いの創出が成功の鍵であると考える

ところです。 

●ご意見ありがとうございます。 

●市としても、市内外含めた民間事業者と

も共同しながら、ヴィレッジエリアの充実

に取り組んでいくことは重要と認識して

おりますので、いただいたご意見含め、検

討をさせていただきます。 

Ｃ 

・ゾーンニングについて、道の駅るもいの現

状として冬季間の来訪客数が激減するという

課題が挙げられます。留萌への来訪目的の減

少や、雪上運転などの移動に困難が生じるこ

とが考えられますが、商業機能を強化し経済

活性を維持するためには通年営業は欠かせ

ず、そのためには閑散期の売り上げ向上を同

時に考える必要があります。 

・その解決のために、道の駅るもいが市街地

●ご意見ありがとうございます。 

●ご指摘いただきましたとおり、冬季間は

移動の観点から、市外からの訪れが激減す

るため、地元の皆様にとっても魅力的な拠

点施設、そしてヴィレッジエリアとするこ

とが必要と認識しております。 

●いただきましたご意見やサウンディン

グ調査結果を踏まえ、市外からの来訪者、

市民ともに利用していただけるように検

Ｃ 



に隣接しているという立地が活きてきます。

留萌市民はもとより、周辺自治体からの移動

距離が極めて短く、さらには元々が公園から

スタートした場所であることから、留萌市民

の憩いの場（特に冬季はそういった場所が著

しく不足している）であることを名実共に充

実させることで、同時に二つの課題を解決で

きるものと考えられます。フードコートは利

便性が高く出店者の負担も比較的軽減できる

という利点もあるといえますが、子育て中の

家族や高齢者が憩うという場の雰囲気作りに

は不向きといえるでしょう。域外からの来訪

者に好まれる空間と、市民が（域外に出ずと

も）憩うことに力点をおいた空間の緩やかな

棲み分けが求められます。 

討していきます。 

 

  

・現状も当計画における駐車場の位置も施設

から遠く、利便性が高いとはいえません。特

に冬季間は車を降りてから施設に向かうまで

に吹雪に見舞われ、子どもや高齢者などにと

っては利用の障壁となってしまうことが十分

に考えられ、駐車場の配置についても再考が

求められます。 

●ご意見ありがとうございます。 

●いただきましたご意見を踏まえ、市外か

らの来訪者、市民ともに利用していただけ

るように検討していきます。 

Ｃ 

・「食×アウトドア」について、北海道の第

9期総合計画にもあるとおり、北海道の強み

は「食」「観光」が筆頭で挙げられます。特

に留萌はもとより食のポテンシャルが極めて

高く、「アウトドア」と「食」の相乗効果を

狙うべきであると考えるものです。 

現チャレンジショップ、常設店はもとより、

ビレッジエリアＡの屋内プロムナード（遊歩

道）、今後の展開である留萌駅跡地、駅前エ

リア、まちなか・・と地元色の強い多様な食

を楽しめるという環境は必須ですが、アウト

ドアが全国的に定着し、現在留萌市としても

ここを柱施策の一つとしている今だからこ

そ、民活によるアウトドアに向いた留萌オリ

ジナル食商品の開発も同時に進めることが必

要です。 

●ご意見ありがとうございます。 

●留萌市としても、アウトドアをきっかけ

に留萌を訪れた方々を、現在の留萌の各地

や魅力ある食につなげていくことは重要

だと認識しております。加えて、今回、ご

提案いただきました新たな食の魅力の開

発についても、検討をさせていただきま

す。 

Ｃ 

・ＤＭＯ等、運営組織、地域住民の参画につ

いて、留萌駅跡地、駅前〜まちなか、道の駅

るもいは、これからの留萌地域の要となるべ

き拠点です。この運営については、官の信頼

と安定＋民の経営手法といった相互の強みを

活かした運営組織が必要であると考えます。

一例としてＤＭＯ（まちづくり組織）が挙げ

られますが、責任、権限、役割を明確にする

ことはもとより、ここではペルソナやKPIの

設定が求められるものであり、まさにまちづ

くり組織として相応しいものであると考える

ところです。 

・また、留萌市民や周辺住民との情緒的な価

●ご意見ありがとうございます。 

●ご意見いただきました、管内情報の発信

やアウトドア体験商品の開発、実施など、

アウトドア推進の核を担っていく組織と

して、現在、ＤＭＯ（観光地域づくり法人）

の立ち上げを検討しております。 

●立ち上げに際しては、地域の関係者の皆

様と協議しながら、検討を進めていきます

が、ＤＭＯにおいて、官民連携しながら、

長期にわたる観光戦略・計画等の策定や、

効果的な道の駅推進などについても、進め

ていければと思っております。 

 

Ｂ 



値を共有できる空間であることも望まれま

す。子どものころの原風景であったり、自ら

の人生における感動体験を得られる場を作る

ことが望まれます。 

 

 

Ｎо.１０ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・『モンベルが策定し、モンベルが提言した

観光グランドデザインの実現のために、モン

ベルの知見を取り入れた拠点施設を作る』。

一見、反対派が書いたようなこの文は、基本

構想に書かれている策定理由からモンベル賛

美の修飾語を省いただけのもの。市の主体性

の無さを露見するものとなっている。モンベ

ルの知見に頼ることしか書かれていない計画

に実現性は無い。           

 ところで、観光協会に200万円やらをかけ

て委託した事業の成果品「観光グランドデザ

イン」がいつのまにか『モンベルが策定、提

言いただいた』という存在にすり替わってい

る。結局、モンベルにお金を払ってグランド

デザインを作ってもらったと白状している訳

だ。包括連携協定と言いながらモンベルが無

償で留萌に提供したものは何も無く、単に

（子会社が）受託業務を履行したに過ぎな

い。連携協定の実は何処に在るのか。この計

画に強く反対する所以である。 

●ご意見ありがとうございます。 

●市として事業を推進するにあたり、市だ

けではなく、専門的な知見を持った民間活

力を活用することで、より効果的な事業に

つなげることができると考えております。 

●今回、留萌市においてアウトドア観光を

推進するにあたっても、アウトドアの専門

的な知見を持っている（株）モンベルにご

協力をいただきながら、より効果的なアウ

トドア観光の推進につなげられるよう取

組をすすめていきます。 

●包括連携協定につきまして、あくまで

も、市と民間が、双方の同意の上で、地域

課題解決に取り組むための協定締結であ

りますのでご理解願います。 

Ｄ 

・『アウトドア観光の拠点づくり』につい

て、アウトドア資源が無いに等しい当市にお

いては、何を語っても画餅。当地域のアウト

ドア観光の集客力は極めて弱く、巨額を投ず

る価値は無いと考えざるを得ないので、この

計画に強く反対する。よその町の観光資源を

語るに至っては噴飯ものであるし、振興局や

各町村に対して無礼ではないか。 

●ご意見ありがとうございます。 

●当市のアウトドア資源につきまして、例

えば、現在、市として商品化を進めており

ますＳＵＰなどのマリンスポーツについ

て、現在も楽しまれている海岸や留萌ダム

など、楽しめるフィールドが近くに複数あ

るということで、とても魅力的であると愛

好家の方々からご意見をいただいており

ます。まだ原石ではありますが、今後、磨

いていくことで、集客につながるものと理

解しております。 

●管内町村には、構想策定の段階で趣旨を

説明し、留萌市だけではなく、留萌管内を

エリアとして連携しながら取組むことに

ついて、賛同を得ています。今後も、留萌

管内 1市 6町 1村、留萌振興局と連携しな

がら、取組を進めていきます。 

Ｄ 

・拠点施設整備については公設民営方式によ

り市施設として整備するとあるが、この施設

に公共性がなければ市の施設として建設する

ことは許されない。では、公共性はどこにあ

るのか。この施設のコンセプト（アウトドア

●ご意見ありがとうございます。 

●公設民営の考え方は、温泉や宿泊施設な

どの観光施設に代表されるよう、地方にお

いては一定の公共的な役割を担いながら、

民営による維持管理を基本とした公共施

Ｄ 



観光の振興など）を実現することが公共性と

いうのかもしれないが、実現不能なコンセプ

トを掲げて公共性を語るのは如何なものか。

仮にこれに公共性を認めるにしても、モンベ

ルの店舗に公共性があるのかについては厳密

に問われるべきだろう。 

・アウトドア観光について、モンベル自体は

特段のノウハウを持たないと見える。モンベ

ルが何種目のアクティビティについて何人の

インストラクターを抱えているというのか。

留萌に何人派遣できるというのか。 

・薄っぺらな「機能・役割」頁に示されてい

るように、アウトドア観光の展開についてモ

ンベルに期待できるものはほとんどない。な

ので、モンベル出店に公共性を認めることは

できない。なお、集客力や経済波及効果は、

モンベル出店の公共性の根拠とはならない。

イオンでもユニクロでも大きな経済波及効果

はあるのだ。 

・集客力を以って公共性を語ってはならな

い。公共施設とは到底考えられないモンベル

店舗の建設に強く反対する。 

設の整備、運営手法として採用されている

ものと理解しております。道の駅や観光施

設など、集客からの収益を前提とした施設

整備で、故に、不特定多数の利用に供する

施設ではあるが、従来の「教育や福祉」の

ような非収益施設にはこの考えは当ては

まらないものであります。 

●「公の施設」＝「不採算」では、これか

らは成り立たないものと考えており、解釈

の幅を広げ、道の駅の魅力づくりと、民間

参入を促すための方策として、官民の垣根

を取り払い、協力、連携しながら地方の魅

力を引き出せる企業誘致の手法として、最

も有効かつ、市の負担も少なく、将来持続

性のある方法として採用するものであり

ます。 

●国内他地域においても、同様の手法で公

の施設として、行政目的に沿った施設とし

て整備し、条例化して運用されているもの

であります。「まち・ひと・しごと創生法」

が定められた事がきっかけとなり、「地方

創生」という言葉が認知され、国を挙げて

の地方創生の取り組みは、現在も類似した

法案や戦略を基に引き続き推進されてい

ます。 

●１０年が経とうとしている現在、既に地

域活性化に成功した自治体も多数あり、そ

の成功例の１つがモンベル誘致による地

域活性化の取り組みであります。道の駅の

魅力づくりと、本拠点施設を核に、地域の

アウトドアフィールド、資源に惹かれ、「ひ

と」が「しごと」を呼び込む好循環を創り

出し、「まち」に活力を取り戻すことで、自

立性と持続性を確立できる仕組みを作り

が必要であり、地域の強みを生かした、新

たな産業、企業を呼び込み、魅力とやりが

いを感じることができるまちづくりを進

めていくことが重要と考えておりますの

で、ご理解いただきたいと思います。 

 

Ｎо.１１ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・地域振興に際して、外からの専門的力を得

ることは有って然るべし。しかしこの事業計

画案を見る限り「モンベル誘致・先にありき」

が先行、肝心の地元の関係事業者・市民の参画

が欠落しているのではありませんか。モンベ

ル誘致に傾倒する市の動きが際立ちます。１

２億円超の税金を投入、成否が保証されない

企業を誘致するこの構想と計画では地域の持

●ご意見ありがとうございます。 

●この計画については、人口減少問題に

直面している留萌市において、地域経済

を維持していくためには、現在の地元市

民だけではなく、観光客など外から来る

人々にも経済を支えてもらう必要があ

り、いかにそうした関係人口・交流人口

を増やしていくかを検討した際に、留萌

Ｄ 



続的振興の負の影響が及ぼします。費用対効

果からも損失の少ない今、現行の構想と計画

の中止を求めます。 

市でアウトドア観光を推進すること、そ

して、その一つとして、アウトドア推進

に大きな力を持っている（株）モンベル

を誘致することを目指すものとなってお

ります。 

●もちろん留萌市にとっては、大企業で

ある（株）モンベルを誘致することは大

きな挑戦ですが、それだけではなく、

（株）モンベルを誘致することによっ

て、留萌市で本格的なアウトドア観光推

進につなげていくというのが、基本計画

の大きな目的です。 

●それにあたっては、ご意見いただきま

したような、地元の関係事業者及び市民

の参画の場として、本計画とは別に、現

在、ＤＭＯ（観光地域づくり法人）の立

ち上げの検討を進めているところです。 

●今後、地元の皆様を巻き込みながら、

みんなで留萌市を元気にしていくまちづ

くりについて、取組を検討していきま

す。 

・全面積の６８.６％をアウトドア関連商品売

り場にする拠点施設建設に、国民・市民の税金

１２．７億円も投入する計画は進めるべきで

はありません。モンベル関係商品販売目的（想

定）の売り場確保のために、あえて公設と銘打

って巨額の税金を投入して企業の進出に便宜

を図るこの建設計画は中止するべきです。ア

ウトドア観光資源発掘やビジターセンター的

業務は現管理棟でやるべき。 

●ご意見ありがとうございます。 

●公設民営の考え方は、温泉や宿泊施設

などの観光施設に代表されるよう、地方

においては一定の公共的な役割を担いな

がら、民営による維持管理を基本とした

公共施設の整備、運営手法として採用さ

れているものと理解しております。道の

駅や観光施設など、集客からの収益を前

提とした施設整備で、故に、不特定多数

の利用に供する施設ではあるが、従来の

「教育や福祉」のような非収益施設には

この考えは当てはまらないものでありま

す。「公の施設」＝「不採算」では、これ

からは成り立たないものと考えており、

解釈の幅を広げ、道の駅の魅力づくり

と、民間参入を促すための方策として、

官民の垣根を取り払い、協力、連携しな

がら地方の魅力を引き出せる企業誘致の

手法として、最も有効かつ、市の負担も

少なく、将来持続性のある方法として採

用するものであります。 

●国内他地域においても、同様の手法で

公の施設として、行政目的に沿った施設

として整備し、条例化して運用されてい

るものであります。「まち・ひと・しごと

創生法」が定められた事がきっかけとな

り、「地方創生」という言葉が認知され、

国を挙げての地方創生の取り組みは、現

在も類似した法案や戦略を基に引き続き

推進されています。 

Ｄ 



●１０年が経とうとしている現在、既に

地域活性化に成功した自治体も多数あ

り、その成功例の１つがモンベル誘致に

よる地域活性化の取り組みであります。

道の駅の魅力づくりと、本拠点施設を核

に、地域のアウトドアフィールド、資源

に惹かれ、「ひと」が「しごと」を呼び込

む好循環を創り出し、「まち」に活力を取

り戻すことで、自立性と持続性を確立で

きる仕組みを作りが必要であり、地域の

強みを生かした、新たな産業、企業を呼

び込み、魅力とやりがいを感じることが

できるまちづくりを進めていくことが重

要と考えておりますので、ご理解いただ

きたいと思います。 

・「地元の参画」が決定的に欠落している構

想と計画で持続的波及効果を期待すること自

体無理な発想と思われませんか。税金を使い

「何かを与えれば何とかなる」、市民主体の

自治体活動から乖離していることに気づいて

ください。 

・地元関係者と共同企画してこそ波及効果が

生じるのではないでしょうか。市民と共同し

てこそが自治体活動の原点。自治体としての

発想が逆転しています。「モンベル誘致で波

及効果を」などと安易な考えを止め、留萌市

の現状打開に真摯に向かい、真剣に探求し挑

戦する市役所・職員であることを望みます。 

●ご意見ありがとうございます。 

●ご意見いただきましたとおり、今回のア

ウトドア観光の推進にあたり、観光を通し

ていかに持続可能なまちづくりを進めて

いくかについて、地元の事業者や市民の皆

様とともに進めていく組織として、ＤＭＯ

（観光地域づくり法人）の立ち上げを現在

検討しております。 

●実現に向け、市民の皆様とも共同しなが

ら、検討を進めていきます。 

Ｂ 

 

Ｎо.１２ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・拠点が整備されることで、留萌市観光グラ

ンドデザイン コンセプトの実現に向けて動

き出すことを期待しています。 

●ご意見ありがとうございます。 

●拠点施設の整備とともに、留萌市及び

留萌管内で楽しめるアウトドア体験の開

発も並行して進めることで、本格的なア

ウトドア観光の推進に取り組んでいきま

す。 

Ｄ 

・拠点整備に向けて、現段階では地域への波

及効果は「期待される」内容にとどまってお

り、今後、拠点を活用した具体な取り組み内

容や取組目標が決まってきましたら、市民向

けに説明することが必要と考えます。観光客

受け入れへの地域理解をえるため、また、事

業者が少ない中担い手としての市民の役割が

期待されるためです。 

●ご意見ありがとうございます。 

●ご意見いただきましたとおり、市民の

皆様に観光客受入への理解を深めていた

だくこと、そして担い手を育成すること

が重要だと市も認識しており、拠点施設

を中心とした、市内各地及び管内への誘

客の仕組みづくりや、ヴィレッジ内での

アウトドアの楽しみ方の開発なども含

め、より丁寧な説明に取り組んでいきま

す。 

Ｃ 

・ビジターセンターおよびコーディネイト機

能充実のため、体験型コンテンツの開発、

様々な情報の集約・整理、人的ネットワーク

●ご意見ありがとうございます。 

●アウトドア観光推進のためには、管内町

村、振興局、幅広い関係団体にもご協力を

Ｃ 



の構築などに取り組まれると思います。周辺

の市町村、観光協会、振興局、関係団体等と

の連携が図られると考えますので、よろしく

お願いします。 

いただきながら取り組む必要があると認

識しております。今後、連携しながら進め

ていきたいと思います。 

 

Ｎо.１３ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・プラン資料を見た限り、留萌の地域性を描

く部分が少なすぎる。 

・我々一般庶民は、月々の所得を得、衣食住

を賄い、ゴミを出す。同時に個々人の心を整

え、学び、表現し、集う。これらを繰り返し

この街に生を受けています。外域から企業資

本を呼び込み経済活動を促すことは一部理に

かなっていると思います。しかし、規格外の

経済理論を展開し、現状多くの分裂と不協和

を発生させていることは深く気に掛けるべき

ではないでしょうか。 

・生活や文化はもともと非効率であり、自然

の生態系に似ています。一度壊れてしまえば

復活するためにはさらに長い時間を要するこ

とになります。表面上の成功事例を並べる傍

らで多くの生活文化は瀕死の状態ですし、そ

のことを「淘汰だから仕方がない」と片付け

てしまうことは、大量の窒素肥料を投入し大

量の収穫を良しとする大規模営農に似ていま

す。実際にその畑は土壌酸性化のスパイラル

に突入してゆくことになります。 

・私達の公共観、歴史、伝統文化を具体的戦

術の無いモンベル依存経済構想に委ねる事は

大変危機感をおぼえます。 

●ご意見ありがとうございます。 

●本基本計画については、道の駅るもいに

おいて、アウトドアヴィレッジとしての事

業展開を進める上で、道の駅るもいと周辺

の魅力向上や、当地域の自然資源に着目し

たアウトドアの側面に着目したコンセプ

トを記載させていただいております。 

●当地域の歴史、伝統文化をまちづくりに

生かす視点については、全く否定するもの

ではございませんが、モンベル進出を契機

にこれらが壊れるという発想は結びつく

ものではないものと考えております。 

Ｄ 

・どんどん複雑なレイアウトになっていく感

が否めない。 

●ご意見ありがとうございます。 

●ご意見いただきましたとおり、複雑に

なるほど、ヴィレッジ全体としての統一

感が重要になってくるかと思いますの

で、常に全体を見ながら、市内外とも

に、多くの皆様にとって魅力的なヴィレ

ッジエリアにしていけるよう、検討を進

めていきます。 

Ｃ 

・誰がどう幸福になるのかが不明瞭です。 

・そうした古くからの地域性には一旦我慢し

ていただいて、高額なアウトドアアクティビ

ティの公共投資を行うことには市内土建業者

存続のための重要な出資といった側面もある

でしょう。出資額の半分ほどは国庫よりの補

助で賄えるなら絶好のチャンスだといった側

面もあるでしょう。公金を流用するにあた

り、国や道との政治的配慮や思惑について詳

細まで追うことは一市民としては無理な話で

すので、今後新たな情報が報道される機会を

●ご意見ありがとうございます。 

●道の駅の経済効果としては、道の駅で販

売している飲食・特産品等などの売上が向

上することによって、関連事業者の売上増

につながったといった経済波及効果など

が挙げられています。そのため、関連事業

者以外の一般市民の方々で実感する機会

は多くないかもしれません。 

●しかしながら、市としては、人口減少に

よって、買い物をする場所が少なくなって

困る市民が増えたり、まさに今回ご指摘い

Ｄ 



待ちたいと思います。 

・しかし最終的に誰が得をするのでしょう？

少なくとも留萌市民では無い。このところ新

聞媒体やプラン資料などでも良く取り沙汰さ

れる「経済効果」。それは現在我々の不便を

改善したでしょうか。日々暮らしの労力を軽

くしたでしょうか。道の駅が出来てからむし

ろ削られた行政サービスがあります。公共料

金も値上がりしました。パブリックコメント

を募る計画であるならば、それら行政サービ

スへの影響が示せて初めて具体的政策と言え

るのではないでしょうか？我々は生活者であ

り、庶民です。損得以外にも様々な諸関係に

支えられ生きております。 

ただきました税収減少による市民サービ

スが低下することなどが想定されるため、

アウトドア観光を進めることで、地元市民

だけではなく、留萌市を訪れる観光客に地

域の経済を支えてもらい、生活機能を維持

して、市民生活を守っていきたいとの思い

から、現在の取組を進めております。 

●税収はすぐに効果が出るものではない

ため、長期的な視点とはなりますが、市民

サービスの向上にもつなげていけるよう

検討していきます。 

・そもそも道の駅とは地域住民にとって何な

のか、論じられている部分が少ない。管理とは

運営とは何なのか。定義を求めます。 

●ご意見ありがとうございます。 

●国土交通省の定義によりますと、「道の

駅」とは道路利用者にとっての「休憩機

能」、道路利用者や地域の方々のための

「情報発信機能」、そして「道の駅」をき

っかけに町と町とが手を結び活力ある地

域づくりを共に行うための「地域の連携

機能」、の３つの機能を併せ持つ休憩施

設」とされております。 

●道の駅るもいの開業後、「あそこにいっ

てみよう」というきっかけの場所となっ

ており、また、チャレンジショップなど

への地元事業者の新たな出店や、地元特

産品をアンテナショップでの販売増にも

貢献し、「道の駅」の看板が人の流れや、

地元事業者の新たな事業喚起につながっ

ているものと考えております。 

Ｄ 

・アウトドアビジネスから我々は何を学ぶこ

とになるのでしょうか。 

・「経済効果」に価値があるとすれば額面の大

きさではなく、中身の分析が重要と考えます。

「産業連関論」という理論がありますが、「相

対性理論」などと同じく「難しそう」という印

象で説得力を誇示するのではなく、本当の意

味で「産業連関論」の応用が急がれていると思

われます。「産業連関論」は高校生でも分かる

理屈であり、古くから信頼されている経済理

論であることを、ここで押さえておこうと思

います。 

・私は庶民の実生活の中から生きた経済活動

が生まれていると見ております。発展とは何

なのか。最先端のビジネスモデルに乗り遅れ

ては時代から取り残される～等の声は収まる

ことがありません。暮らしの豊かさは細部に

宿るものなので大衆の紛糾に惑わされること

は大変危険です。 

・荒唐無稽な話をしたいわけではありません。

●ご意見ありがとうございます。 

●市としてはこの地域にモンベルを誘致

することで、経済的な波及効果は勿論だ

が、全国的なブランドの進出を契機に、北

海道の中でも留萌エリアに人が集まり、道

内における存在感が増すこと、さらには、

「まちに変化」を呼び込むきっかけとなる

ことを期待しているものであります。 

●地域の機運を高めるのはもちろん、集客

力をさらに高め、本施設の投資がさらなる

域外資本による投資を生むような投資効

果にも期待しており、市内民間事業者との

連携は不可欠と考えております。 

Ｄ 



今現代世界にあるものは、学問、宗教、政治、

芸事、スポーツ、音楽、化学、経済、上げれば

キリがないが全て同じ歴史上で繋がっていま

す。一地方都市といえどその流れと無関係で

はけして無い。地域住民は日々の生活感情の

なかでその時代に隆盛を極める価値観ととも

に生きています。身近なスマホやインターネ

ットだけを見ても、量子力学や言語学、欧米サ

ブカルチャーの歴史と深くかかわっていま

す。小さな田舎の商業活動や芸事・文化活動で

もビジネスでもとある一定以上のレベルに差

し掛かると個人感覚のレベルを超えて歴史と

向き合わざるをえず、それを無視したどんな

営みも一時期発展しても必ず斜陽へと向かい

ます。これまでに消えた留萌の産業を憶えて

いるでしょうか。消えた理由を公で議論がな

されたことがあったでしょうか。諦めと忘却

に済ませていないでしょうか。 

・道の駅が留萌に登場し、来場集客は増えた

が、一般庶民の地域への理解度が向上したか

はとても疑問が残る。道の駅が何のために公

共施設として作られたのか、明確な論説が未

だなく出てきた数字に「よかった」の報道が繰

り返されるばかりだからである。 

・今も様々な産業分野で現状を維持しよう、

迫りくる現実に抗い続けている人々や業界は

あります。「抗い続ける」それを経営と言いま

す。まともな経営者は淘汰される側とならぬ

よう注意を払い学び続けています。法に触れ

ぬ限り、あらゆる活動を肯定いたします。 

・信用される事と高い売り上げが見込める事

とどちらを選ぶのか。政治的に言い換えれば

安全保障と経済振興どちらを取るのか。迷い

揺れ動いて当然。この両立は今後も常に問わ

れ続けるテーマでしょう。 

・今現在の留萌に必要な、未来思考型の高額

政治イベントだとしても、何をしたいのか描

かれていない。心を打つ響きが伝わって来な

い。作品として成立していない物に感想も持

ちようがない事を残念に思います。過去の多

くの事例分析から解を導き出す手間と時間を

かけてはどうでしょうか。一見無意味な些事

にも科学的な根拠は存在します。そうした蓄

積の中からしか成果は生まれてこないと思う

が故です。 

●ご意見ありがとうございます。 

●市としては、人口減少によって、留萌

で生活することに困る市民や留萌を離れ

なくてはならない市民が増えてしまうこ

とが想定される中、アウトドア観光を進

めることで、地元市民だけではなく、留

萌市を訪れる観光客に地域の経済を支え

てもらい、生活機能を維持して、市民生

活を守っていきたいとの思いから、現在

の取組を進めております。 

●ご意見のとおり過去の事例や他市町村

の取組なども参考にしながら、より効果

的な取組について検討していきます。 

Ｄ 

 

 

 



Ｎо.１４ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮

区分 

・駐車場について、拠点施設前面に設置する

駐車場には専用の出入り口を設置するイメー

ジになっていますが、道の駅駐車場と混乱を

招く可能性があります。現状でも逆走車（出

入り口を間違える）などわかりづらい部分が

あり、連絡通路でつながることで一層の混雑

や逆走の原因になる可能性があると思うの

で、駐車場の計画、車の動線計画はしっかり

と考えてほしいです。 

・国道側をすべて駐車場とし管理棟から拠点

施設までインターロッキングの広い前面スペ

ースを設けてはどうでしょうか。 

●ご意見ありがとうございます。 

●今回のご提案含め、公安委員会や北海道

開発局とも協議をしながら、駐車場の配

置、車の動線などについて、今後も検討を

進めていきます。 

Ｃ 

・芝生広場を現状のまま維持する計画には大

賛成です。この大きさで整備の行き届いた芝

生広場は留萌市と市民の財産でありこのまま

大切にしていただきたいです。 

●ご意見ありがとうございます。 

●芝生広場については、多くの市民の方

が利用されていると認識しておりますの

で、今後もぜひご活用いただきたいと思

います。 

Ｄ 

・ドックランについて、ドッグランは犬を連

れて旅行をしている道の駅利用者にとって駐

車場から遠いので見づらい上にわかりづらい

ので、駐車場に近い位置（ヴィレッジエリア

Ｃ）などに移動するとよいと思う。 

●ご意見ありがとうございます。 

●ドッグランの位置や、わかりやすい周知

などにつきまして、今後検討をさせていた

だきます。 

Ｃ 

・既存施設との関係性について、現在管理棟

が道の駅としてのメイン施設だと思うが、拠

点施設に観光案内機能が移管されると道の駅

としてのメイン施設は拠点施設になってしま

うのではないだろうか？ 

・道内のモンベルが併設されている道の駅で

は、あくまでも道の駅としての機能はモンベ

ルとは別に設けてあることからも、観光案内

機能はモンベルから分けるべきだと思う。 

・利用者目線から上記のことを考えると、公

園のレンタル物品を借りに拠点施設のビジタ

ーセンターで手続きをして、ビジターセンタ

ーにはストックスペースがないので結局管理

棟まで物品を取りに行くことのなるのではな

いだろうか。利用者にとっては二度手間にな

るだろう。 

●ご意見ありがとうございます。 

●拠点施設はアウトドア観光推進の核と

なる施設として、ビジターセンター機能

を備えることは必須であるとともに、観

光案内機能については、拠点施設内のビ

ジターセンター機能と切り離すことはで

きず、管理棟と拠点施設の２箇所での提

供に、道の駅利用者の混乱を招くこと

や、役割の重複につながるものと判断

し、拠点施設内に集約することを考えた

ところであります。 

●今回のご指摘を踏まえ、あらためてア

ウトドアではない、通常の観光や道路情

報の提供方法とのすみ分けや道の駅内の

人の導線なども改めて検証しながら、今

後の管理棟の役割や、利用者への負担と

ならないレンタルの仕組みなどについて

も、指定管理者の意見もお聞きしなが

ら、今後検討を進めていきます。 

Ｃ 

・ヴィレッジエリアＡは「道の駅⇔複合施設

⇔駅前⇔まちなか」とつながってゆくとても

大切な空間だと思う。拠点施設に接続する形

でフードコートや産直市場などが今後増築さ

れていくと、「道の駅るもい」のコンセプト

でもある「成長する道の駅」になるのではな

いだろうか。新交流複合施設の一部機能がこ

●ご意見ありがとうございます。 

●ご意見いただきましたとおり、市として

も、ヴィレッジエリアＡは、街中への誘導

の仕組みづくりを担う重要なエリアとし

て認識をしております。 

●今回、いただきましたご意見やサウンデ

ィング調査の結果を踏まえ、検討を進めて

Ｃ 



のエリアにつくられることもよいと思う。 

・またこのエリアに並走する連絡通路は歩行

者メインのプロムナードになるようにして、

一般車両は乗り入れ禁止にするべきと思う。

稚内駅前の広場のように線路を残して舗装す

ると、駅と鉄道があった記憶を残すことがで

きると思う。 

・見晴公園のＳＬをこのエリアに移設するこ

とで留萌駅と鉄道の記憶を残すことができる

と思うが、現在のような野ざらしではなく、

風雪に曝されないように屋内に設置してほし

い。 

いきます。  

・拠点施設について、拠点施設のメイン出入

り口が西側（海側）に向いているので冬季間

にとても使いづらくなる可能性がある。出入

り口は北側に設置するのはどうか。 

・1階の各機能が全体的に間仕切りで仕切ら

れていて一体感に欠けている。物販飲食施設

以外は空間としてつなげてもよいのではない

か。（特にモンベルショップとビジターセン

ター） 

・モンベルを中心とした数年にわたる拠点施

設ですから妥協のないしっかりとした計画を

練って年間を通して活用できるように工夫し

てください。 

●ご意見ありがとうございます。 

●いただいたご意見も十分踏まえ、今後、

実施設計において、当地域の風況や雪など

の対策や、一体感が持てるような空間の活

用なども考慮してまいりたいと考えてお

ります。 

Ｃ 

 

Ｎо.１５ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・『人口減少』問題は全道１７９市町村・全国

の市町村の抱える共通の課題です。道内では

一極集中が続く札幌、ラピダスが進出する千

歳市周辺、インバウンドによるニセコ町等人

口増加の地域もありますが、ほとんどの市町

村がこの問題を抱えながら厳しい運営を余儀

なくされています。 

・今回の中西市長による「令和６年度市政執

行方針」の中で示された、２０５０年の留萌市

将来推計人口が「８９９５人」と現在の半数以

下に減少するという内容は、物凄く衝撃的な

ものであり、かつ背景認識としては極めて重

要な内容と受け止める必要があります。 

・こうした認識のもと、これ迄の留萌の常識・

既存の考え方を排し或いは乗り越えて、リス

クを恐れずに果敢にチャレンジし、新たな明

るい留萌の未来を目指していく必要があると

強く感じています。 

・市長が常に話されている「チャンス」「チェ

ンジ」「チャレンジ」の精神で、今回の計画実

現に向けて力強く取組んでいただきたいとい

う事を、まず要望したいと思います。 

●ご意見ありがとうございます。 

●市として、人口減少問題は重く受け止め

ており、本格的なアウトドア観光の推進に

より、関係人口を創出することによって、

生活機能など市民生活を維持することが

重要だと考えています。 

●ご意見をいただきましたとおり、これか

らも、留萌市の将来を見据えた施策に取り

組んでいきます。 

Ｄ 



・なお、市役所に対しては、今回の基本計画

（案）を引き続き丁寧に説明するとともに、

様々な不安や懸念点を払拭し、有益かつ可能

な意見は積極的に取り入れ、多くの市民の共

感と納得の合意形成に粘り強く取組んでいた

だきたいと思います。 

・また、各組織・団体、市民各層・そして市民

一人一人にあっては、単なる問題指摘や批判・

反対の為の反対ではなく、課題に対する対案

も示しながら、自らそして自身の孫子が今後

も住み続ける「ふるさと留萌」の街づくりに向

けて、『前向きかつ建設的』な意見発信・行動

が望まれると思います。 

・そういった行政・経済界・諸団体、そして市

民一人一人の『未来志向の考え方』を集約する

中でこの計画を実現していく事が、今回の計

画の成功、そして留萌市並びに留萌管内の今

後の発展に結びついていくものと考えます。 

・当基本計画に対する質問・疑問として、「何

故モンベルなのか？」「モンベルも民間企業で

あり、万一撤退した時にはどうするのか？借

金だけが残り、市民の負担になるのではない

か？」等の声が聞かれます。モンベルの掲げる

企業理念や基本的な考え方（７つのミッショ

ン）についての更なる理解・浸透に向けた取組

み努力が必要と思います。 

・モンベルは既に全国に「公設民営型」を基本

にして１０自治体での施設展開を行っていま

す。私達は、モンベルがそれらを通じての経験

値や豊富なノウハウを有していることを十分

に認識・理解しておく必要があります。そし

て、モンベルは自らの経験をもとにして、留萌

管内のリサ－チをする中で「留萌地域のポテ

ンシャル」を高く評価して今回の進出を計画

しているものと思います。 

・今私達が何気なく普通に暮らしているこの

地域にそうした魅力や素晴らしい財産がある

という事を十分に認識し、この「チャンス」を

積極的に捉えて自らの手でつかんで行く事が

今こそ求められていると考えます。 

・当然のことながら、民間企業であるからに

は「採算性」がありますが、その一方で、現在

の世の中では「企業の社会的責任」が企業価値

を高めるものとして、より重要視されてきて

います。『官民共創』の理念のもと、お互いの

知恵を出し合ってそれぞれがメリットを享受

できるようにしていく事が重要であると考え

ます。 

●ご意見ありがとうございます。 

●いただいたご意見のとおり、本計画に関

する不安や疑問をお持ちの市民の方々が

いらっしゃることは市としても把握して

おり、今年度はまちづくり懇談会や広報留

萌のコラムコーナー、市民説明会の開催に

より、そうした疑問に応える機会を設けた

ところです。 

●今後も、引き続き、市民の皆様の不安に

寄り添えるような形を検討し、実施してい

きます。 

●また、ご意見のとおり、留萌の自然をす

ばらしい魅力、強みとして認識した上で、

（株）モンベルの誘致により本格的なアウ

トドアフィールドを醸成し、アウトドアを

きっかけに留萌に来た方々の街中への誘

導により地域の稼ぎにつなげていくこと

を目指していき、その取組については、

（株）モンベルのみならず、様々な事業者

や市民の皆様からご協力をいただきなが

ら進めていきます。 

Ｄ 

・今回の「モンベルアウトドアヴィレッジる

もい基本計画」は、留萌市にその施設を作るも

のですが、これを通じて留萌管内各市町村と

●ご意見ありがとうございます。 

●アウトドア観光を推進していくにあた

っては、留萌市だけではなく、留萌管内の

Ｃ 



の繋がりをもとにした、還流人口の流れを直

接・間接的に実現するものであって欲しいと

思います。 

・夫々の市町村には、行政・産業界・住民とも

に強い『我が町意識』があります。それはそれ

でいいのですが、とかく「我が町だけは」とい

う意識が強すぎる面もあると感じます。 

・今回の計画が留萌管内全体に明るさや良循

環をもたらすものとなるよう、中心となる留

萌市においては、留萌振興局との十分な連携

のもと、管内の他町村との協議・協力体制を構

築し、緊密な連携のもとこの計画実現に向け

て取組んで頂くことを強く希望します。 

すばらしい自然やアウトドアの魅力を一

緒に楽しんでもらうことで、より充実した

観光コンテンツを多くの人に提供につな

がるものと理解しております。 

●今回の「アウトドア・アクティビティ拠

点施設」については、そうした留萌管内へ

の誘客の機能も有しており、機能を発揮す

るためには、他の管内の町村との連携は必

須と考えておりますので、今後振興局とも

連携しながら、取組を進めていきます。 

・「Ｄ６１」の有効活用を通じた発信 

現在見晴公園に設置されている「Ｄ６１」は国

内で静態保存されている唯一の機関車であり

大変価値のあるものです。これを「ヴィレッジ

エリアＡ」の中に移設して、展示・運転席への

乗車が出来るようにする等、鉄道ファン、子供

達を始め一般市民が直ぐに見れるようにする

事を要望します。(既に市議会の中では調査・

実施方向も示されていますが、是非実現をお

願いしたいと思います) 

・可能であれば、別途客車２～３両を連結さ

せて、その中に旧留萌駅内に置かれていた展

示物や鉄道備品を展示する、あるいはその客

車を休憩スペ－スとする等の活用を検討して

いただきたい。 

・オ－プン時には、六角精二氏を招いてのイ

ベントを実施、そのパブリシティも行い、テレ

ビ番組にも活用してもらう。その事により、留

萌並びに当計画の PR 発信ができると思いま

す。（六角精二氏は既に冬の留萌駅に来た時に

「Ｄ６１」を見に見晴公園にも足を運んでお

り、再度雪のない時に来ることを明言してい

ます） 

●ご意見ありがとうございます。 

●現在見晴公園のＳＬについては、今回ご

提案いただきました鉄道遺構の活用を基

本計画に反映させるとともに、引き続き活

用方法について調査・検討を進めていきま

す。 

Ａ 

・「音楽のまち留萌」の更なる発信について、

留萌は「音楽のまち」とも呼ばれています。吹

奏楽、合唱、バンド等の活動が活発に行われて

いますが、留萌が生んだ日本における著名な

音楽家である「佐藤勝さん」「森田公一さん」

お二人の記念展示室を、今回の計画の敷地内

に設けることを提案します。 

・新たに建設される複合施設内でもいいと思

いますが、是非これは具体検討をお願いしま

す。観光客に対する新しい目玉にもなると思

います。 

●ご意見ありがとうございます。 

●ご提案の内容につきまして、庁内で共有

し、検討をさせていただきたいと思いま

す。 

Ｃ 

・当計画を市民一人一人の幅広い共感と合意

のもとで実施していくための方策として、以

下の取組みを提案します。 

➀当基本計画に対して、市民説明会やパブコ

●ご意見ありがとうございます。 

●今回の市民説明会やパブリックコメン

トを通し、市民の皆様が感じられている不

安や疑問などを、少しではありますが、知

Ｃ 



メを通じて寄せられた質問について、取捨選

択する中で、当計画をより市民一人一人に理

解してもらうための『Ｑ＆Ａ』を作成して、あ

らゆる媒体（冊子・新聞、ラジオ、ＨＰ等）を

通じての教宣・ＰＲを行っていく。 

②「エフエムもえる」で上記『Ｑ＆Ａ』をテ－

マとした特別番組を放送する。 

③留萌市文化センタ－・留萌市産業会館等で、

市役所担当者、賛成意見派、反対意見派の三者

による「市民討論・説明会」を開催して、広く

市民に計画内容の共有化と課題に対する対応

方向に対する理解促進の場を提供する。 

➃『Ｑ＆Ａ』をもとにした、「市民車座懇談会」

を各地域・町内等で開催して理解促進と意見

吸収を図る。 

以上は、スケジュ－ルとの関係でどの程度ま

で実施できるかという問題はありますが、こ

うした従来にはない方法での市民を巻き込ん

だ取組みを、思い切って大胆に実施していく

こと、とりわけ推進主体である市役所(担当

課)には、そういった意気込みを持って取組ん

で頂きたいと、強く希望するとともに期待も

しています。 

ることができました。 

●今回のあげられた質問、疑問について

は、他にも同様の不安を抱えていらっしゃ

る市民の方々もいるかと思いますので、ご

提案いただきましたアイデアを含め、より

丁寧な説明を検討させていただきます。 

・「ふるさと留萌」は当然今暮らしている市民

が一番の主人公ではありますが、今住んでい

なくても留萌の事を想いその発展を願ってい

る沢山の方々がいることも忘れずに、今回の

計画を「未来志向」で考えていって欲しいと願

っています。 

・そして、今の子供達が大人になった時に、

「留萌で生まれ育ち、留萌で暮らしていて良

かった」と感じれるような『ふるさと留萌』を

創り上げていく事が、我々大人の責任である

と思います。「留萌市」の今後の発展を心から

願っています。 

●ご意見ありがとうございます。今回の計

画につきましては、現留萌市民のみなら

ず、元々留萌に所縁のある方々、近隣の

方々からも注目をされているものと理解

しております。 

●色々な方々のご意見、思いをいただきな

がら、より良い留萌づくりにつなげていけ

るよう、取組を進めていきます。 

Ｄ 

 

Ｎо.１６ 

意見内容 市の考え方・今後の対応等 
意見配慮
区分 

・留萌市民、そしてアウトドア愛好家の一人

として、コメントさせていただきます。ま

ず、モンベルショップの規模についてです。

物販施設は道内最大級とのことですが、その

ように大きなものを作ってしまうことは大変

危険です。アウトドアで市外から来る場合に

は、その人たちはアウトドア愛好家でしょう

から、一通りの装備は持っています。となる

と、メインの対象は市民とその周辺住民とな

らざるをえません。しかし、アウトドア用品

は品質が高いので、どうしても高額になって

しまいます。その点、ワークマン等が低価格

●ご意見ありがとうございます。 

●ご意見のとおり、低価格で気軽に使用

できる衣類への需要が高いことも事実で

ある一方で、少し価格は上がるものの、

高品質なアウトドア衣類を求める層も確

かにいらっしゃると、市としては理解し

ております。 

●今回、誘致を目指しております（株）

モンベルの衣類については、アウトドア

ブランドの中では比較的安価で、軽く高

品質であることから、今、留萌市内で既

に使用している漁業関係者の皆様や市民

Ｃ 



帯で参入していることもあり、従来のアウト

ドアブランドはどうしても高価なものに見え

てしまい、近年は初心者を中心に避けられが

ちです。また、作業着需要も狙えるとのこと

ですが、日常的に用いるならば、従来通りの

専門ショップの物の方が低額で使いやすいで

す。ということで、留萌においては、モンベ

ルショップの売り上げはなかなか厳しいもの

があるでしょう。むしろ、スキー場にあるよ

うな、忘れ物をちょこっと買い足す程度の小

さなショップが求められている規模だと思い

ます。 

・力を入れるべきは、アウトドアヴィレッジ

の方でしょう。こちらは、今はほとんど知名

度がない留萌の自然がモンベル会員に伝わる

ということで、大変な魅力があります。そこ

で、留萌が目指すべきは、アウトドアヴィレ

ッジの充実と、ショップの小規模化です。永

続的な事業とするならば、とにかくアウトド

アヴィレッジに注力すべきです。道内最大規

模のショップなど、留萌の購買力で支えられ

るはずがなく、そのような大きな物を作って

しまうと、かえってモンベル撤退の危険性を

高めてしまいかねません。 

の方、そして、他の地域でも普段使いを

されている高齢者がいらっしゃると聞い

ております。そうした衣類といった日常

的なニーズに加え、現在推進しておりま

すアウトドアを楽しむための専用用品を

十分に提供していただくことを鑑みて、

市として、現状の売り場面積が必要と判

断いたしました。 

●今回のご指摘は、売り場面積の広さに

対して収益が少ない場合に撤退に繋がっ

てしまうのではというご懸念かと思いま

す。今回誘致を目指しております（株）

モンベルは、都市部だけではなく、南富

良野などアウトドアの自然に近い場所に

も出店をしており、地方に出店するコン

セプトしては、道の駅に出店し、道の駅

の集客につなげることや、アウトドアを

楽しむ現地において、商品購入もできれ

ば、訪れる方の利便性も高まるというの

が基本的な考え方であると、市として理

解しております。 

●あまりにも不採算となりますと民間企

業ですので判断が必要になってくると思

いますが、他の地方も含め、地方におい

て高額な売上を求める企業ではないと理

解しており、そうした視点から今回の店

舗面積含め、留萌への出店を検討してい

ただけていると考えております。 

●ご意見いただきました、ヴィレッジエ

リアの充実につきましても、検討を進め

ていきます。 

 


